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なのでしょうかの「草声平首」力量とも案

えていた詰定詰詰特の詰めころ(話650
。んまえ かんが い

年前)のことを考えてみると、そうとも言えないようです。

お30空簡に巽遍した首革は話7芳m'て・したが 輩長芋茸の奇の

首議は、話100芳ポ温室宵1Ei寄与蓄のお42信)はあったと韮定さ

れています。そして、業語詰差したit持は、 jf争議d早芯ktSと

語草舗の掌くの詰荷車重旨とに品けることができます。

百芯尚 lこlま繰う論菊五草する郊 の舗や等などがあ
めんせ曾 や〈けん じゅうきe ぞうこ かんが

り、その面積からは約40軒ほどの住居や倉庫などがあったと考え

られています。また、結ff品t過は突きさなと・に蓮いがあります
ゃく 付ん じ防う.. かんが

が、約80軒ほと・の住居があったと考えられています。
〈さとぜんげん.ち芯んげんいえ た 付いさん こたえど

そこで、草戸千軒の町に何事干の家が建っていたかを、計算によって答を出してみましょう。
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「草戸」こ~ñ~T千軒」あったt~時」と橋前は

湾戦 つけられたのですか?

くさどゼんげん 信まえ やく @ん.え え どじどい きろく Uょうる〈ぐんし

「草戸千軒」の名前は、約250年前の江戸時代の記録 cr備陽六郡志J)(こ

詰めて品てきました。しかし、このころ韮声手首の首としての最寄l正実ゎ
いぜん まち くさどtさんげん

れており、以前のような町ではありませんでした。ですから、「草戸千軒」

と急品けた交は、「量官」の弘吉と、掌くの醤ちがあるという着品の
せんげん む~ ~んえい くさとぜんげん よ

「千軒」を結びつけ、かつての繁栄ぶりをイメージして、「草戸千軒」と呼

んだのでしょう。
せんげん おお すうじ

では、「千軒」というのは大げさな数字
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(推定)
となります。

けん

1/2 ) = 840軒
まち みつしゅうぶぷん "んぶん

町の密集部分はその半分

× C 100労m'7 7芳肘

羅編首議のib14事

までのことを計算してみると、

C 40幹 + 80幹)x 
ち愉うしん〈か〈 たんざ〈がた〈か〈

中心区画 短冊形区画

けん すうじ すいτぃ
840軒という数字はあくまでも推定で

すが、もっとも葉えていたころの輩声平14
の首には、「竿幹」の主に長、じない雪くの

語諸が量ち韮んて・いたと宅ぢえられます。
〈さどせんげんまち芯みも付い

草戸干軒の町並模型
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